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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第141期

第１四半期連結
累計期間

第142期
第１四半期連結
累計期間

第141期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（百万円） 2,522 2,425 9,747

経常利益又は経常損失（△）（百万円） △83 29 △164

四半期純利益又は四半期（当期）純損失

（△）（百万円）
△89 21 △216

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△90 21 △216

純資産額（百万円） 1,166 1,062 1,040

総資産額（百万円） 11,404 10,132 10,211

１株当たり四半期純利益又は１株当たり

四半期（当期）純損失金額（△）（円）
△2.98 0.70 △7.21

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－　 － －

自己資本比率（％） 10.2 10.5 10.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標については記載しておりま

せん。

　　　　２．売上高には消費税等は含んでおりません。

　　　　３. 第142期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。また第141期第１四半期連結累計期間及び第141期の潜在株式調整後１株当た

り四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額であり、また潜在株式が存

在しないため記載しておりません。　

　　　　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

（継続企業の前提に関する重要事象等について）

　当社グループは、平成25年３月期まで営業損失、経常損失の計上が継続し、継続企業の前提に関する重要事象等とと

らえておりました。平成26年３月期に入り、第１四半期連結会計期間には営業損益・経常損益・当期純損益ともに黒

字化いたいたしましたが、重要事象等の解消のためには、安定的・継続的に黒字確保することが必要であると考えて

おります。

　事業構造の継続的な改革や所有不動産の有効活用等により、継続企業の前提に関する重要な不確実性はないものと

判断しております。

　なお、具体的な取り組みについては「３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」をご参照くださ

い。　

 

２【経営上の重要な契約等】

    （所有不動産の賃貸借契約等締結について）　

　　　当第１四半期連結会計期間において、契約上の重要な契約等の決定又は締結はありませんが、平成25年８月９日開催の

取締役会において、所有不動産の賃貸等をすることを決議し、賃貸借契約書等を締結いたしました。

　　　詳細は、「第４　経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）」に記載のとおりであります。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

 （1）業績の状況　

　当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、新政権による経済・金融政策による期待感から、円高是正・株価回

復が進むなど、全体として景況感は徐々に改善に向かっているものの、雇用・所得環境の改善遅れや中国経済の

成長鈍化など、国内外の懸念材料を抱えており、不透明感が残る状況で推移いたしました。 

  鉄鋼業界におきましては、国内粗鋼生産は建設向け鋼材がけん引役となり前年同期と比べ増えているものの、

製造業向けの動きは鈍くバラツキのある状況で推移いたしました。 

　このような経済状況に対処すべく、当社グループは、鉄鋼製品事業において、みがき帯鋼事業およびステンレス

エンボス製品、加工品事業に集中する事業体制の下で特長商品・サービスの拡充・拡販とコスト削減に取組んで

まいりました。固定費削減や原料費低減等の継続的なコスト削減に加えて、特にみがき帯鋼の受注が自動車業界

の回復基調の動きに合わせて上向き始めたことにより、採算は改善し黒字転換いたしました。

　その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は2,425百万円（前年同期比3.8％減）、営業利益61百万円（前年

同期営業損失50百万円）、経常利益29百万円（前年同期経常損失83百万円)、四半期純利益21百万円（前年同期四

半期純損失89百万円）となりました。

　

　 　　　 セグメントの業績は次のとおりであります。

鉄鋼製品事業

　当社グループの主要事業である鉄鋼製品事業においては、継続的なコスト削減に加えて、みがき帯鋼の受注が回

復傾向にあり、採算が改善し黒字転換いたしました。

　その結果、事業全体の売上高は2,388百万円(前年同期比4.1％減）、経常利益は15百万円（前年同期経常損失96

百万円）となりました。

　

不動産事業

不動産事業の売上高は36百万円(前年同期比18.2％増）、経常利益は13百万円(前年同期比9.6％増）となりま

した。

　　（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

      当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

（3）研究開発活動

　　　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は０百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（4）重要事象等について 　

当社グループにおいては、継続企業の前提に関する重要事象等を解消するため、みがき帯鋼事業およびステン

レスエンボス製品、加工品事業に集中する構造改革後の事業体制で受注数量の確保とコスト低減策の継続実施に

より鉄鋼製品事業の黒字を確保し、所有不動産の有効活用により利益面・資金調達面での下支えを行っていく方

針のもとで、必要な施策を順次進めております。

これら施策の積み上げにより、当第１四半期連結会計期間（平成25年４～６月）において経常損益も黒字化す

るなど業績は確実に改善してきております。平成26年３月期については、受注状況に回復の兆しが出てきている

のに加えて、下半期以降の所有不動産の新規賃貸開始も決定いたしました。

今後は各四半期毎の黒字を確実なものとし、通期ベースでも営業損益・経常損益の黒字化を実現してまいりま

す。

   このような施策により、継続企業の前提に関する重要な不確実性はないものと判断しております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

                 普通株式 120,320,000

計 120,320,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

   普通株式          30,080,000          30,080,000　　
    東京証券取引所

    （市場第二部）

単元株式数　

1,000株

計          30,080,000        30,080,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成25年４月１日～　

　平成25年６月30日
－　 30,080 －　 1,504 －　 －　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。　

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式       49,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   29,939,000    29,939  －

単元未満株式 普通株式       92,000 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数    30,080,000 － －

総株主の議決権 －     29,939  －

　（注）「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権の数２個）含まれて

おります。

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

高砂鐵工株式会社
東京都板橋区新河岸

一丁目１番１号
      49,000 －       49,000          0.16

計 －    49,000 －       49,000          0.16

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,401 1,217

受取手形及び売掛金 2,377 2,487

商品及び製品 598 639

仕掛品 425 422

原材料及び貯蔵品 362 421

繰延税金資産 16 19

その他 39 43

貸倒引当金 △50 △51

流動資産合計 5,169 5,199

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,381 1,358

機械装置及び運搬具（純額） 2,662 2,586

土地 642 640

その他（純額） 62 61

有形固定資産合計 4,749 4,648

無形固定資産 73 70

投資その他の資産

投資有価証券 95 97

長期貸付金 3 3

繰延税金資産 71 64

その他 91 91

貸倒引当金 △43 △43

投資その他の資産合計 218 213

固定資産合計 5,041 4,932

資産合計 10,211 10,132
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,348 2,535

短期借入金 5,121 4,789

リース債務 89 90

未払法人税等 2 5

未払消費税等 － 21

賞与引当金 44 75

事業構造改善引当金 14 13

その他 191 219

流動負債合計 7,811 7,750

固定負債

長期借入金 5 －

リース債務 482 460

繰延税金負債 2 3

退職給付引当金 725 727

役員退職慰労引当金 80 66

資産除去債務 30 30

その他 30 30

固定負債合計 1,358 1,319

負債合計 9,170 9,069

純資産の部

株主資本

資本金 1,504 1,504

利益剰余金 △457 △436

自己株式 △6 △6

株主資本合計 1,039 1,061

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 0 1

その他の包括利益累計額合計 0 1

純資産合計 1,040 1,062

負債純資産合計 10,211 10,132
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 2,522 2,425

売上原価 2,330 2,118

売上総利益 192 306

販売費及び一般管理費 242 245

営業利益又は営業損失（△） △50 61

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

為替差益 3 8

助成金収入 3 3

その他 5 1

営業外収益合計 12 13

営業外費用

支払利息 41 39

その他 3 5

営業外費用合計 45 45

経常利益又は経常損失（△） △83 29

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△83 29

法人税、住民税及び事業税 0 4

法人税等調整額 5 3

法人税等合計 5 8

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△89 21

四半期純利益又は四半期純損失（△） △89 21
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△89 21

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1 0

その他の包括利益合計 △1 0

四半期包括利益 △90 21

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △90 21
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形割引高 804百万円 808百万円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累

計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費 110百万円 113百万円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　　　　（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

鉄鋼製品事業 不動産事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,491 31 2,522 － 2,522
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 2,491 31 2,522 － 2,522

セグメント利益又は　セ

グメント損失（△）
△96 12 △83 － △83

（注）セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常損失と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　  該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　　　　（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

鉄鋼製品事業 不動産事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,388 36 2,425 － 2,425
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 2,388 36 2,425 － 2,425

セグメント利益 15 13 29 － 29

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　  該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純

損失金額（△）
△2円98銭 0円70銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）（百

万円）
△89 21

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は普通株式に係

る四半期純損失金額（△）（百万円）
△89 21

普通株式の期中平均株式数（千株） 30,031 30,030

　（注）　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。また前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、１株当たり四半期純損失金額であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

　

（重要な後発事象）

　　　　（所有不動産の賃貸借契約等締結について）

当社は、平成25年８月９日開催の取締役会において下記内容の賃貸借契約等を締結することを決議しました。

　

（１）契約の理由

　　　所有不動産の有効活用を図るため、本社工場の一部（土地・建物）を賃貸等するものです。

（２）契約の相手会社の名称

　　（賃借人）東京リスマチック株式会社　

（３）締結の時期

　　　平成25年８月９日　

（４）契約の内容

　　（対象物件の所在地）　　　　　東京都板橋区新河岸一丁目１番１号

　　（土地・建物の賃貸等面積）  　土地　3,966.95㎡ (当該土地上の上物建物1,435.22㎡は賃借人に売却）

　　　　　　　　　　　　　　　　　建物　2,792.12㎡　　

（５）営業活動等に及ぼす重要な影響

　　　本件の賃貸開始に伴い、賃料収入により営業利益は増加いたしますが、平成26年３月期は、工場の土地・建物の

整備工事等の一時的費用が発生するため、損益計算書及び連結損益計算書において90百万円程度の特別損失を

計上する見込みであります。　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月14日

高砂鐵工株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　橋　洋　史　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 桒　野　正　成　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている高砂鐵工株式会社

の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。
　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。　
　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、高砂鐵工株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。
　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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